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通信装置

空空空空きききき周波数帯域周波数帯域周波数帯域周波数帯域をををを用用用用いていていていて通信通信通信通信をををを行行行行なうなうなうなう通信装置通信装置通信装置通信装置

本発明は、通信時のバースト誤りの発生を抑え、ビット誤り率特性を改善することを
目的とする。

本発明によれば、通信時のビット誤りを低減させることができ、空き周波数帯域を
用いて通信を行なう通信装置として有用である。

本発明は、通信データをスペクトラム分割シングルキャリア変調方式によりサブスペ
クトラムに分割して送信し、その分割されて送信された通信データを受信し、通信に
用いられていない周波数帯域である空き周波数帯域を取得し、伝搬路の遅延プロ
ファイルを用いて周波数領域におけるノッチ特性を算出し、そのノッチ特性を用いて
通信で用いられる２個のサブスペクトラムが同時にんノッチ位置とならないように周
波数帯域を選択し、その選択された周波数帯域を用いて通信を行なっている。


